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中国短期大学 教職課程認定学科(免許校種) 

・保育学科：幼稚園教諭二種免許状 

 

短期大学としての全体評価 

本学の目的は、教育基本法及び学校教育法の規定並びに本学園の教学理念である

「自律創世」に基づき、専門の学芸を深く教授・研究し、職業または実生活に必要な

能力を育成するとともに、地域の文化および福祉の向上、産業の振興に寄与すること

である。「自律」とは、自ら考え、判断し、行動することを意味する。また、「創世」

とは、いかなる状況にも柔軟に対応し、地域社会の発展に貢献しようとする心構えを

持つことを指す。これらを合わせた「自律創世」は、単なる自己中心的な行動にとど

まらず、他者との協働を通じて社会に貢献する力を育むことを目指すものである。 

本学が担う教職課程については、保育学科が幼稚園教諭二種免許状の取得課程とし

て認定を受けている。令和７年度の教職課程履修者数は計 112 名（１年次生 53 名、２

年次生 59 名）であり、保育学科に在籍する全学生が履修している。また、令和７年度

の卒業者のうち 18 名が、認定こども園または幼稚園教諭として就職している。  

中国短期大学保育学科においては、毎年度教職課程委員会を定期的に開催し、教育

課程の実施状況、学生の学修成果の獲得状況を点検し、継続的な改善を図っている。

その際、（一社）全国私立大学教職課程協会が作成した『「教職課程自己点検・評価報

告書」作成の手引き』を踏まえて、教職課程の自己点検・評価を実施している。  

本学では短期大学としての自己点検・評価活動及びその結果をふまえた教育活動に

関する質保証の推進を、それらを所掌する委員会組織を中心にして取り組んでいる。

教職課程の自己点検・評価については、教職課程委員会が中心となって、関係教職員

の協力のもと報告書を作成し、学内外に公開している。 

また、学生の学修成果の獲得状況や学修状況の実態を把握し、その分析から課題を

発見し、改善に取り組む教学マネジメントに取り組み、具体的な改善策について全学

ＦＤ活動の中で検討している。 

このように、全学の自己点検・評価活動と結び付けることで、保育学科の教職課程

は年々充実している。近年では、学内での教職課程科目・教育実習に加え、地域の幼

稚園・こども園と連携した演習科目や学外ボランティア活動等を系統的に実施してい

る。そして、教職課程における学びは、履修カルテ及び学修ポートフォリオとして蓄

積され、学生一人ひとりの学修状況に応じたきめ細かな教職指導に活用されている。 

今後も保育学科の教職課程のさらなる改善と充実のために、全学的な支援を図って

いきたい。 

 

中国短期大学   

学長  加賀  勝  

 

 

 



 

 

 

目次 

 

 

Ⅰ 教職課程の現況及び特色 ········································· １ 

 

 

Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価 ··························· ３ 

   

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な 

取り組み ··········································· ３ 

   

基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 ····················· ７ 

   

 

基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム ························· 10 

 

 

Ⅲ 総合評価（全体を通じた自己評価） ······························· 14 

 

 

Ⅳ 「教職課程自己点検・評価報告書」作成プロセス ··················· 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中国短期大学 

1 

 

Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

１ 教職課程の現況 

（１）大学名：中国短期大学 

（２）学科名：保育学科 

（３）所在地：岡山市北区庭瀬８３番地 

（４）教職課程の履修者数及び教員数 

➀教職課程の履修者数 

・通学課程                    令和７年度（令和７年５月１日現在） 
                                     （人） 

学科名 免許種 
教職課程履修者数 

合計 
１年 ２年 

保育学科 幼稚園教諭二種 53 59 112 

 

➁教員数 
（人） 

学科名 教授 准教授 講師 助教 その他 

保育学科 ３ ３ ４ ０ ０ 

備考： 

 

 

（５）卒業者の現況 

・通学課程         令和７年度卒業者（令和８年５月１日現在） 
                            （人） 

 就職先 

 

免許種 

就 職 先 状 況 

認定こども園 幼稚園 

正規 他 正規 他 

幼稚園教諭二種 14 １ ３ ０ 

 

 

２ 特色 

中国短期大学は、教育基本法及び学校教育法の規定及び本学園の「自律創世」の教学

理念に基づき、深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成す

ることを目的としている。この本学の目的を踏まえ、ディプロマ・ポリシーに掲げた 

「知識・理解」「思考・問題解決能力」「技能」「態度」の４観点で示された学士力を養

成するために策定されたカリキュラム・ポリシーには、次のような特色ある授業科目を

開設して教育課程を編成することを示している。すなわち、「子どもの世界や保護者の

気持ちに深くアプローチすることができる演習科目」、「少人数で行われる保育者基礎演

習や地域の家族と触れ合える親子ふれあい演習などの特色ある科目」、「施設、保育所、

幼稚園を順番に経験する、積み上げ式実習による保育体験ができる科目」である。この

ようなカリキュラム・ポリシーに基づき、特色ある教育課程が編成・実施されている点

が特色の一つ目である（資料２、資料３）。 

二つ目に、本学卒業後、即戦力として実践ができる力を養成するために、授業科目の

中に模擬保育・模擬授業を数多く取り入れたり、教育実習以外にも幼児と直接かかわる

経験を得るために現場での参観、実践体験、ボランティア活動等を多様に実施したりし

ている点である。また、学生が企画・準備・実施をしながら、未就学の子どもたちとそ
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の保護者と一緒に楽しく活動を行う子育て支援事業も定期的に行ったり、母親はもちろ

ん、父親ともコミュニケーションを図る経験の場もつくったりしている（資料４、資料

５）。 

三つ目の特色は、地域協働・貢献活動を通じた実践力の育成に取り組んでいる点であ

る。保育学科独自の授業科目として「子どもと防災」を開設し、岡山市消防局と連携し

て、安全教育の在り方を考えるとともに、地域課題の解決に参画する経験を積んでい

る。また、岡山県が実施する「おかやま子育てカレッジ地域貢献事業」に参画し、地域

の子育てを支援する活動にボランティアで取り組み、地域に貢献しながら自らの実践力

を高めている（資料６、資料７、資料８）。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１：令和７年度 在学生数一覧（５月１日現在） 

 https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/241/241_jHuwBytPlozhKoxjaIDmIPbRCosnWevgColnrQgjYilOiPxMWr.pdf 

・資料２：令和７年度中国短期大学学生便覧、2025年、pp.１－14 

・資料３：令和８年度自己点検・評価報告書、中国短期大学、2026年、pp.31－33 

・資料４：中国学園大学・中国短期大学 大学案内2026、2025年、pp.11－12、pp.57－64 

・資料５：「『ちちとコくらぶ ボランティア』１年生」、中国短期大学ホームページ（学

科トピックス）  

https://www.cjc.ac.jp/data/884/topics_detail/ 

・資料６：岡山市広報連絡資料「市消防局から防火を学ぶ 岡山医療福祉専門学校看護 

学科・中国短期大学保育学科 」 

https://www.city.okayama.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000071/71247/20250430_bo

ukaclass.pdf  

・資料７：「第16回 ちゅうたんおもちゃ公園」、中国短期大学ホームページ（学科トピッ

クス） 

 https://www.cjc.ac.jp/data/954/topics_detail/ 

・資料８：中短子育てパーク、岡山県ホームページ 

 https://www.pref.okayama.jp/page/311486.html 
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価 

 
基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 
 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標の共有 

 

〔現状〕 

本学の教職課程教育の目的・目標は、本学園の「自律創世」の教学理念に基づき、深く

専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成することを目的としてい

る。これに基づいて、保育学科では「乳幼児の保育・教育の教育研究を通じ、専門知識な

らびに技能の習得を図り、保育・教育現場において、一人ひとりの乳幼児にあわせた指導

のできる保育者として寄与できる人材の育成」を目的としている（資料１－１－１）。そ

して、ディプロマ・ポリシーを４つの観点で示している（資料１－１－２）。 

＜知識・理解＞  

 保育者に求められる専門的な知識を有し、それらを向上心を持って保育実践に活か

すことができる。  

＜思考・問題解決能力＞  

 保育を取り巻く環境の変化やよりよい保育活動をしていくうえでの課題について、

適切に思考・判断し主体的に解決できる。  

＜技能＞  

 他者を理解し応答的対応をすることで、他者に共感することができる。  

＜態度＞  

 信頼される保育者に必要な優しさや思いやりなど、豊かな人間性をもつことがで

き、自他を尊重し、仲間との協調や家庭・地域と連携する態度を身につけている。 

このような学科としての教育目的・目標を踏まえ、教職課程教育の目標を「単に知識と

技術の習得だけではなく、乳幼児期が人格形成のうえで最も重要な時期であることを考慮

し、一人ひとりの乳幼児に合わせた指導のできる保育者の養成を目指しています」と規定

している（資料１－１－３）。 

これらの教職課程の目的・目標については学生便覧、ホームページ等に明示して、学生

に周知している（資料１－１－４、資料１－１－５）。 

また、これらの目的・目標の実現に向けて、毎年度、全教職員が参画して自己点検・評

価を行うとともに、教職課程教育の改善に向けた検討を継続し、その結果を公表している

（資料１－１－６）。 

 

〔優れた取組〕 

本学の教職課程教育の目的・目標において「他者を理解し応答的対応をすることで、他

者に共感する」という子ども理解・人間理解を深めて、共感的に応答する力を持った教育

者の育成、「仲間との協調や家庭・地域と連携する態度」という様々な人と連携・協働す

る力を持った教育者の育成を位置づけている点に特色がある。この特色を実現するために

カリキュラム・ポリシーでは「子どもの世界や保護者の気持ちに深くアプローチすること

ができる演習科目を設置しています。」「少人数で行われる保育者基礎演習や、地域の家族

と触れ合える親子ふれあい演習などの特色ある科目を設置しています。」とし、特色ある

教育課程を編成している（資料１－１－７）。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

教職課程教育の目的・目標について、学生便覧、ホームページ等を活用し学生への周知

を図っているが、学生の周知状況や理解度を把握し、さらに周知を徹底する。教員につい

ても、新たに赴任した教員を始め、繰り返し目的・目標の共有を図る。 
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＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：中国短期大学学則 

・資料１－１－２：中国短期大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

https://www.cjc.ac.jp/policy/chugokugakuen_page/#VqcOAAT6 

・資料１－１－３：中国短期大学 教員養成の理念・目標に関すること 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/248/248_hJoOyUgWHmJIanDwgKKerspAgFsUHVNhIwGMjdcNTTNFINdcwL.pdf 

・資料１－１－４：令和７年度中国短期大学学生便覧、2025年、１-14頁 

・資料１－１－５：情報公開、中国短期大学ホームページ 

 https://www.cjc.ac.jp/info_disclosure/chugokugakuen_page/ 

・資料１－１－６：中国短期大学教職課程委員会規程 

・資料１－１－７：中国短期大学 教員の養成に係る授業科目のシラバス 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/283/283_AtSNTQxnrhDShvvSyoajqJBTlJjjknNtKjNNbyEYIKOCNDHDSq.pdf 

 

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

 

〔現状〕 

教職課程認定基準を踏まえた教員を適切に配置するとともに（資料１－２－１）、実務

経験のある教員を多数配置することで（資料１－２－２）、即戦力として活躍できる幼児

教育者に求められる実践力の育成ができるようにしている。教職課程の運営に関わる事務

組織として、運営に必要な庶務や教育実習の受け入れ園との事務的なやりとり等は学科担

当の事務職員が担い、時間割の作成、履修の手続き、免許状の申請、文部科学省とのやり

取り等は教務課が担っている。教育課程の実施状況や学生の履修状況の確認や必要な対応

等について教員と教務課とが連携・協働を図っている。そのために、「中国短期大学教職

課程委員会」を編成し、定期的に情報の共有や連携・協働のための協議を行っている。こ

のような仕組みを通じて、研究者教員と実務家教員及び事務職員との協働体制を構築して

いる（資料１－２－３、資料１－２－４）。 

教職課程教育を行う上で必要な講義室の視聴覚機器の整備、及び、保育演習室・準備

室、保育実習演習室、小児保健室、造形演習室等の特別教室も整備している（資料１－２

－５）。 

 教職課程教育の実施状況、自己点検・評価活動の結果などは大学ホームページを通じて

情報公開している（資料１－２－６）。 

 

〔優れた取組〕 

１）充実したＦＤ／ＳＤ活動 

教職課程の質的向上のために「中国短期大学ＦＤ委員会」「中国短期大学ＳＤ委員会」

が中心となって授業の改善・教員の資質向上及び教職課程運営の充実に取り組んでいる（

資料１－２－７、資料１－２－８）。本学のＦＤ活動は４つの取組からできている。 

  ①ＦＤ推進のための研修会・講習会の開催 

  ②教員の教授活動相互研鑽：公開授業（6月17日～30日、11月25日～12月8日実施） 

 ③学生による授業評価 

  ④学外で開催される研修会等への参加 

①の研修会では単に外部講師の話を聞くような形態ではなく、本学及び併設大学で 

優れた授業実践を行っている教員の取組について事例研究を行っている。また、研修会に

所用のため出席できない場合は、その様子を撮影した動画を視聴し、レポートを提出する

ことで出席扱いとし、毎回出席率は100％となっている。本年度は、全学では８月27日、

９月３日、９月９日の３回実施し、教職課程独自に９月９日に実施した（資料１－２－

９、資料１－２－10）。 
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 ②教員が授業・教育方法の改善を行うため、前期・後期に非常勤講師も含め２週間の全

授業を対象にした公開授業を行っている。教員が相互に授業参観を行い、授業の導入・展

開・まとめといった流れに加えて、資料等の使い方等優れた点や改善点のコメントを教務

課に提出し、結果を授業者本人にフィードバックしている（資料１－２－11）。 

③学生による授業評価は毎学期実施している。学生は教務システムUNIPA上で科目ごと

にアンケートのページにアクセスして入力するため、容易に全ての授業科目の回答をする

ことができる。自由記述欄も設けて、学生の意見を聴取している。その結果は各教員が分

析し、次年度に向けた改善方策を提出する。また、学科長・学長が分析し、改善が必要な

教員を個別に指導することになっている（資料１－２－12）。 

２）自己点検・評価活動の重層化 

本学の自己点検・評価活動は、全学では毎年大学・短期大学基準協会が示す評価基準に

則して「中国短期大学自己点検・評価委員会」を中心に自己点検・評価活動を行うととも

に（資料１－２－13）、教職課程については全国私立大学教職課程協会が示す評価基準に

則して「中国短期大学教職課程委員会」を中心に自己点検・評価活動を行っている。同じ

取組を異なった観点で自己点検・評価活動を行うことで、教職課程教育の現状を多面的に

点検・評価し、総合的な改善に取り組むことができる（資料１－２－14、資料1－2－

15）。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

本学の教職課程の教員組織は近年退職者が続き、新しい教員、若い教員が増えてきてい

る。そのため、教職課程の目的・目標を共有するとともに、相互理解を深め、連携・協働

体制を構築することが課題となっている。そのため、学科会議を充実させ、授業の実施状

況や学生の学修状況を共有するようにしている。 

公開授業による教員の教授活動相互研鑽をさらに充実させるため、実施期間を１週間延

長し、授業を参観する機会を増やすようする。 

幼児教育実践は日々発展し、今日では幼児教育現場のＤＸ化やＡＩの活用も進んでいる

ため、これらに対応した教育内容を指導できる専門性を身につけることが教員に求められ

ている。こうしたテーマでのＦＤ／ＳＤに全学的に取り組む。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：教員養成に係る教員及び授業科目に関すること 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/246/246_qxznkibuKxauzMCbPBhlOdlUwVXSuRSgyuPIVnUuznewzGHIla.pdf 

・資料１－２－２：実務経験のある教員等による授業科目一覧 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/238/238_vPmXFzvpowTwzttzDzvSKrsRMsVuFVUYLvjJfKEbHvBkNEIWIm.pdf 

・資料１－２－３：教員の養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績並

びに各教員が担当する授業科目に関すること 

教員養成に係る組織及び教員の数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/247/247_IkhwvGQjPhvMrVEXrEOMVzBfzHvRpTEEyWzJAOivieLgdlyRoX.pdf                  

中国短期大学 各教員が有する学位及び業績 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/217/217_MHDtcRyhQuFNgDzBWhNeqefVVLIxYIBCpGBPycjINJPOgCqBIW.pdf 

・資料１－２－４：教育研究上の基本組織に関すること 

中国学園 組織図  

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/253/253_deMCIESnlyhfowTBlTlJdlGsEodAeNbKJcAJJeKPNcfDeXdqdD.pdf 

中国学園 事務組織図 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
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image/252/252_HKBzWtAaoipchKpxRyjXvmUvuVbjFWVuyNkfaJPCrHmNfYvpMV.pdf 

・資料１－２－５：令和７年度中国短期大学学生便覧、2025年、pp.53－69 

・資料１－２－６：情報公開、中国短期大学ホームページ 

 https://www.cjc.ac.jp/info_disclosure/chugokugakuen_page/ 

・資料１－２－７：中国短期大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

・資料１－２－８：中国学園大学・中国短期大学スタッフ・ディベロップメント委員会規 

         程 

・資料１－２－９：「令和７年度 FD研修会を実施しました。」、中国短期大学ホームページ

（学園からのお知らせ） 

https://www.cjc.ac.jp/data/804/news_detail/ 

・資料１－２－10：令和７年度第１回教職課程ＦＤ研修会資料及び記録 

・資料１－２－11：令和７年度授業参観者の意見・感想 

・資料１－２－12：中国短期大学授業評価アンケート 

 令和７年度前期 

 https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/1585/1585_AkpXVNzQQhgDXiPMHyztQqvOLHYfXOdTBiHQYaHWGtuEHdzulK.pdf 

 令和７年度後期 

 https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/1752/1752_eVDMojVVPOtpvzOIEJcenxqMqfCDJNQgLpGzOyJblVWHtrBGVV.pdf 

・資料１－２－13：中国短期大学自己点検・評価委員会規程 

・資料１－２－14: 令和８年度自己点検・評価報告書、中国短期大学、2026年 

・資料１－２－15：令和７年度第２～４回及び令和８年度第１回教職課程委員会資料・ 

議事録

https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 
基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

 

〔現状〕 

本学では、上述したディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーを踏まえて以下の

アドミッション・ポリシーを策定し、ホームページ等を通じて明確に示すとともに、これ

に基づいた入学者選抜を行っている（資料２－１－１、資料２－１－２）。 

・保育者を目指す意志がある人 

・目的達成のために他者と協力して取り組むことができる人 

・子どもが好きで、人とかかわることができる人 

今年度も、大学説明会、高校訪問、オープンキャンパス等を通じて、幼児教育に関心を

もつ高校生及び保護者に対して、本学の教員養成の特徴やその具体的な実施状況等につい

て発信した。オープンキャンパスでは、学生スタッフが来場者対応や学科紹介を担い、学

科の雰囲気や学びの特色を直接伝える機会として一定の成果を上げている（資料２－１－

３）。 

また、高大連携の取組として、岡山県立岡山南高等学校や私立倉敷高等学校と連携協定

を結び（資料２－１－４）、総合的な探究の時間やキャリア教育の時間に本学教員が訪問

して幼児教育の魅力やその実際について話をしている。ただし、県外及び県北地域の高校

に対して新規連携校の確保に向けた取り組みを行ったものの十分な成果を上げていない。 

入学後のガイダンスでは、教職課程の意義、履修の流れ、実習の重要性について丁寧に

説明し、学生の理解と意欲の向上を図っている。また、教職課程の履修開始及び継続に際

しては、学力・態度・出席状況等を総合的に評価し、実習科目の履修登録にあたっては

GPAや面談による適性確認など一定の条件を設けている（資料２－１－５）。 

 

〔優れた取組〕 

１）多様な進路選択を可能とする履修方法 

本学では、学生一人ひとりの状況や将来像に応じた柔軟な学びを提供するため、令和８

年度から現在の２年コースに加えて３年コースを設置する。１年次在学中に２年コースか

ら３年コースへの変更を可能とするなど、学修ペースやキャリア形成にあわせた多様な進

路選択を支援できる体制を整えている。また、保育士資格・幼稚園教諭免許に加えて、母

子支援員任用資格、児童生活支援員任用資格、ネイチャーゲームリーダー、メンタルヘル

ス・マネジメント検定、認定絵本士など、＋αの資格取得が可能であり、学生の専門性の

幅を広げている（資料２－１－６）。 

２）多様な情報発信と高大連携による広報活動の工夫 

学生確保に向けた広報活動としては、ホームページ及びInstagramを活用した情報発信

を計画的に実施している。令和８年２月現在、ホームページは年間15回の更新、

Instagramは年間82回の投稿を行った。ホームページは月２回の更新を基本として運用し

ている。Instagramは授業の様子や地域連携活動、学生の学び等をタイムリーに発信して

いる。受験生及び地域への情報発信力が強化されてきている（資料２－１－７）。 

さらに、連携校である岡山県立岡山南高等学校とは年間10回以上の協働授業を実施し、

本学教員による専門性の高い授業支援や体験授業等を通じて、保育者を志す高校生に学科

の学びを直接体験できる機会を提供している。これらの取り組みは、教職を担う資質をも

つ学生の発掘及びその成長を着実に支える取り組みとなっており、学科の教育理念に共感

する学生を確保する上で重要な役割を果たしている。 

 

〔改善の方向性・課題〕  

本学教職課程の内容及び特色をより具体的かつ魅力的に伝えるための広報活動の強化が

求められる。また、教職を担う資質をもつ学生を安定的に確保するためには、既存の連携

校との協働を維持しつつ、新規校との関係を継続的に育てる仕組みづくりが必要である。

今後、県外及び県北地域の高校に対する新規連携校の確保に向けた取り組みを強化するこ
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ととしている。 

教職課程の履修指導においては、GPA基準を活用することで学生の学修状況を客観的に

把握できる体制が整いつつあるが、面談記録の標準化や情報共有の方法が教員間で統一さ

れていない点が課題である。そのため、教員間の連携・協働を強化し、記録の形式や情報

共有の手順を体系化していく。 

オープンキャンパスでは学生が主体的に活躍する場が確保されている一方、参加する学

生が一部に限られていることが課題である。より多くの学生が参加しやすい仕組みや、参

加の意義を実感できる働きかけを強化することで、学生の学びの幅を広げるとともに、学

科全体としての魅力発信力を高めていく。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：中国短期大学のアドミッション･ポリシー (入学者受入れの方針) 

https://www.cjc.ac.jp/policy/chugokugakuen_page/ 

・資料２－１－２：令和８（2026）年度中国学園大学・中国短期大学入学試験要項、 

2025年 

・資料２－１－３：中国短期大学受験生応援サイト 

https://admission.cjc.ac.jp/opencampus/ 

・資料２－１－４：中国学園大学・中国短期大学包括連携協定一覧表 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/101/101_RVwlbrxFrUpjaEetSiFVOzgnvqywqNwvkPlhMVoVSKcvLJvEJB.pdf 

・資料２－１－５：保育実習・幼稚園教育実習に関する内規 

・資料２－１－６：中国短期大学ホームページ（保育学科） 

https://www.cjc.ac.jp/child_care/ 

・資料２－１－７：中国短期大学保育学科Instagram 

https://www.instagram.com/chu_tan_hoiku 

 

 

基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

 

〔現状〕 

本学では、幼稚園教諭・保育教諭・保育士としての就職率が今年度も約80％と高水準を

維持している（資料２－２－１、資料２－２－２）。１年次からクラス担任及び就職担当

教員による個別面談を実施し、入学から卒業まで切れ目のない継続的なキャリア支援体制

を整えている。 

就職支援課（就職支援センター）は、学生のニーズや進路希望、適性に応じたキャリア

支援を行っている。公立幼稚園、認定こども園の教員採用の内容・方法・日程等は自治体

によって異なるため、就職支援課と教職課程担当者とが連携しながら、各自治体の教員採

用試験情報、募集要項の提供等を行っている。岡山市教育委員会との連携により、市内の

教育現場との接点を持ち、実践的な情報収集と支援が可能となっている（資料２－２－

３）。 

今年度は、学生の状況把握に向けた教員間の情報共有を強化した。その結果、進路相談

や採用試験対策において学生一人ひとりの状況に応じた支援につながった。 

本学は、60年以上の歴史を持ち、卒業生が主任・園長・法人経営者として地域の幼児教

育を支えているという強みがある（資料２－２－４、資料２－２－５）。そのため実習先

や就職先に卒業生が多く勤務されているので、実習・就職の円滑な受け入れにつながって

いる。 

 

〔優れた取組〕 

１）１年次からの継続的なキャリア支援 

本学では、学生一人ひとりのキャリア形成を支えるため、１年次からの個別面談を中心

とした継続的なキャリア支援体制を整えている。クラス担任と就職担当教員が連携し、学

https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
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生の状況や希望に応じた進路相談を随時行うことで、早期からキャリア意識を育成してい

る（資料２－２－６）。 

２）就職支援課（就職支援センター）との連携 

就職支援課（就職支援センター）と教職課程担当者が密に連携し、教員採用試験情報、

自治体の募集要項、各自治体の現場の状況等をタイムリーに提供している（資料２－２－

７）。 

３）卒業に向けた学修支援 

今年度は、教員間及び学年内での情報共有によって、欠席が増えている学生への早期ア

プローチ、質問・相談への細やかな対応、レポート添削や個別指導の充実など、学生支援

の質が向上した。これにより、学生の状況に応じたきめ細かなキャリア支援が可能となっ

た。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

教職・保育職の現場での責任の重さや対人関係への不安から、就職に踏み切れない学生

が一定数存在している。また、進学希望者も少ない傾向にある。より専門性の高い幼稚園

教諭の養成という観点からも、進学の意義や可能性を具体的に伝える取組が引き続き求め

られる。次年度以降は、以下の改善策に取り組む。 

１）卒業生との交流機会の創出 

卒業生による現場体験報告や進学体験談を通じて、学生がロールモデルと接する機会を

増やし、職業意識や進学意欲の醸成を図る。卒業生との交流機会の拡充、教育委員会・４

年制大学との連携強化を通じて、より専門性の高い保育者の育成体制を整える。 

２）教育委員会等との連携強化  

採用情報の早期提供やボランティア体験活動の拡充を通じて、学生が保育現場を実際に

体験できる機会を増やし、職業理解を深める。現場との接点を増やすことで、就職に対す

る不安の軽減にもつながる。 

３）４年制大学との連携による進学支援の強化 

中国学園大学との連携を強化し、編入制度やカリキュラムの紹介、進学説明会の開催な

どを通じて、学生が進学後の学びやキャリアの展望を具体的に描けるよう支援する。進学

を選択肢として捉えやすくすることで、専門性向上の機会を広げる。 

４）３年コース導入に伴う周知と相談体制の整備 

令和８年度から導入予定の３年コースについては、学生が自らのキャリア形成に応じて

選択できるよう、制度の周知や相談体制の整備が求められる。特に、２年コースと３年コ

ースの違いやメリットを分かりやすく伝えることで、学生が主体的に進路を選択できる環

境づくりが重要となる。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：卒業者の教員免許状の取得状況に関すること 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/1911/1911_bTqKltaMXfHJpNslXuYmUtTaAYNeaYVAEoyfabrVFowiERrCWv.pdf 

・資料２－２－２：卒業者の教員への就職の状況に関すること 

 https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/1964/1964_lUCtnAjhkhFpGoxGiKLMFhhKPLdkvREuvfIvEalNffMcrugfee.pdf 

・資料２－２－３：岡山市教育実習連絡協議会資料 

・資料２－２－４：中国学園沿革 

https://www.cjc.ac.jp/history_list/ 

・資料２－２－５：「6月13日(金) 『先輩講演』1年生」、中国短期大学ホームページ（保 

育学科トピックス） 

https://www.cjc.ac.jp/data/376/topics_detail/ 

・資料２－２－６：面談記録 

・資料２－２－７：中国学園大学・中国短期大学 大学案内2026、2025年、pp.17－18、 

pp61－62 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-image/1911/1911_bTqKltaMXfHJpNslXuYmUtTaAYNeaYVAEoyfabrVFowiERrCWv.pdf
https://www.cjc.ac.jp/cgi-image/1911/1911_bTqKltaMXfHJpNslXuYmUtTaAYNeaYVAEoyfabrVFowiERrCWv.pdf
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

  

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

 

〔現状〕 

本学では、教職課程の目的・目標を実現するために策定したカリキュラム・ポリシーに

基づいて教職課程カリキュラムを編成し、教職課程コアカリキュラムに準拠したシラバス

を作成している（資料３－１－１、資料３－１－２）。さらに、科目ナンバリング、カリ

キュラムマップ、カリキュラムツリーを活用し、学生・教員双方が履修の流れと科目の位

置づけを把握できるよう体系性を明確に示している（資料３－１－３、資料３－１－

４）。 

岡山市の教員等育成指標は「自立に向かって成長する子ども」の育成のために、「教育

に対する揺るぎない情熱」「教育の専門家としての確かな力量」「総合的な人間力」をもっ

た「学び続ける教職員」となることを求めている。そして、採用時に求める資質能力を11

の観点で示している。これらの内容も踏まえて教職課程カリキュラムを編成・実施してい

る。その11番目に今日の幼児教育においても強く求められている「情報活用力」が位置付

いており、「情報モラルや情報機器について基礎的な知識を身に付けている」ことが求め

られている（資料３－１－５）。そこで、本学では教養科目において「情報処理概論」「数

理・データサイエンス・ＡＩ」を開設し、情報活用力の育成を図っている(資料３－１－

６、資料３－１－７)。 

教職課程の学修状況の把握のために、今年度は、GPAを用いた評価基準を整備し、学修

状況をより客観的に把握できる体制を整えた（資料３－１－８）。また、学修成果・教育

成果の把握・可視化を図るため、教職課程科目を含むすべての授業科目のシラバスの中に

学修内容・評価方法・ルーブリック等を明示し、学生が学修の目的と到達目標を明確に理

解できるよう配慮している。履修カルテ及び学修ポートフォリオを活用し、学生が自身の

学びを振り返り、到達度や課題を可視化できる仕組みを整備している。これらの情報は学

科教員全体で共有され、学生の学修支援の質的向上に寄与している。 

２年次後期の「保育・教職実践演習（幼稚園）」においては、履修カルテの自己評価表

を基に保育者としての自分の課題を確認し、本授業における目標を設定している。授業は

演習形式で行い、保育士・幼稚園教諭として求められる諸資質について、グループ討論・

ロールプレイ等を通して、自ら主体的に考えていくようにしている（資料３－１－９）。 

教育実習に関しては、履修要件を設定し、事前・事後指導を含めた体系的な支援を行う

ことで、実習における学びの質的向上を図っている。保育所実習と幼稚園教育実習の学び

を相互に活かしながら、実習の管理運営は学科実習委員会が担い、定期的な会議を通じて

課題等の対応について検討している。 

 

〔優れた取組〕 

１）拡張された学びをつくり出す授業展開－「遊びが学び」 

保育学科では「遊びが学び」を学びのコンセプトとし、学生が本気になって遊びながら

教育者として必要な知識、技能を学びとっていくような、体験的・実践的な学修を取り入

れた授業を展開している。これらのアクティブ・ラーニングを通じて自らの学びの概念を

拡張することで、幼児教育における子どもたちの学びの理解も拡張することができる（資

料３－１－10、資料３－１－11）。 

２）履修カルテ及び学修ポートフォリオ 

本学では、個々の学生の学修成果の獲得状況を把握し、必要な学修支援を行うために、

履修カルテ及び学修ポートフォリオを活用している。これによって、学生は自身の学びを

振り返り、到達度や課題を可視化できる。これらの情報は学科教員全体で共有され、学生

支援の質的向上に寄与している。 
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〔改善の方向性・課題〕 

教職課程カリキュラムの充実を図るため、個々の教員がシラバスを作成する際に参照す

る「シラバス作成の手引き」において「教職課程コアカリキュラムに基づいてシラバスを

作成すること」を明記するよう「手引き」を改訂する。 

履修カルテや学修ポートフォリオの導入により、学生の学びの可視化は進展している一

方で、学生自身が主体的に記録・振り返りを行うための動機づけや、教員によるフィード

バックの質的向上が今後の課題である。特に、記録内容の深まりや継続性を促すための仕

組みづくりが求められる。 

教育実習に関しては、履修資格判定や事前・事後指導の体制が整備されている一方で、

実習後のフォローアップの充実が課題である。幼稚園教育実習と保育所実習での学びを結

びつけて実習後の総括や自己評価を行い、それを通じて保育者・教育者として成長するた

めの新たな課題や学習目標を明確化できるよう、事後指導の強化が必要である。 

また、体験的・実践的な学修を取り入れた授業は教育効果が高い一方で、学生の関わり

方に差が生じている。これらの学修機会を全学生が効果的に活用できるよう、参加を促す

仕組みや、主体的な学修を支える環境整備が今後の課題である。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１：中国短期大学のカリキュラム・ポリシー 

（教育課程編成・実施の方針） 

https://www.cjc.ac.jp/policy/chugokugakuen_page/#mID8IiLB 

・資料３－１－２：中国短期大学 教員の養成に係る授業科目のシラバス 

https://www.cjc.ac.jp/cgi- 

image/283/283_AtSNTQxnrhDShvvSyoajqJBTlJjjknNtKjNNbyEYIKOCNDHDSq.pdf 

・資料３－１－３：カリキュラムマップ 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/213/213_iRvuOuynIJHBQVmhFYVJxkhUAYhuQINxWJKJzjkaqoczofBJOO.pdf 

・資料３－１－４：カリキュラムツリー 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/212/212_TmdLLjaEghtUBCkoEzEzlYadMFeINIjkXRnvlqYbqmtzDAFGmP.pdf 

・資料３－１－５：岡山市教員等育成指標（令和５年３月改訂） 

https://www.city.okayama.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000009/9160/ikuseisihyo

u.pdf 

・資料３－１－６：中国短期大学Ｗｅｂシラバス 

https://www.cjc.ac.jp/syllabus/campuslife_page/ 

・資料３－１－７：中国短期大学ホームページ（数理・データサイエンス・ＡＩ教育プロ

グラム（リテラシーレベル）） 

https://www.cjc.ac.jp/mdash/another_page/ 

・資料３－１－８：令和７年度第６回教務委員会資料及び議事録 

・資料３－１－９：「保育・教職実践演習（幼稚園）」シラバス 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/283/283_AtSNTQxnrhDShvvSyoajqJBTlJjjknNtKjNNbyEYIKOCNDHDSq.pdf 

・資料３－１－10：中国短期大学Instagram 

 https://www.instagram.com/chu_tan_hoiku 

・資料３－１－11：「（保育内容）環境」シラバス 

 https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/283/283_AtSNTQxnrhDShvvSyoajqJBTlJjjknNtKjNNbyEYIKOCNDHDSq.pdf 

 

 

基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

〔現状〕 

本学では、授業内外で実践的指導力を育成する機会を体系的に設定している。幼児教育

https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.instagram.com/chu_tan_hoiku
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
https://www.cjc.ac.jp/cgi-
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現場の実情を理解し、幼児と直接かかわる経験を得るために、現場でのボランティア活

動、園見学、参観、保育体験などの多様な実践的な学修機会を提供している。 

今年度は、大学創立記念日の平日休みを活用し、１年生が保育現場でボランティア活動

を行った（資料３－２－１）。受け入れ先との調整から実践、振り返りまで丁寧に指導す

ることで、学生が早期から現場に触れ、実践的学びを深める機会が拡充した。 

さらに、地域の幼児教育施設、小学校、公民館等との連携を通じて、学生が地域の子ど

もや保護者と関わる機会を確保している。これらの活動を通じて、学生は地域の課題やニ

ーズを理解し、保育者として求められる実践的指導力を身につける環境が整えられている

（資料３－２－２、資料３－２－３）。 

 

〔優れた取組〕 

本学では、地域との協働を通じて、学生が保育者として必要な実践的指導力を身につけ

るための多様な学修機会を提供している。 

１）地域と協働した防災教育による実践力の育成 

学科独自の科目「子どもと防災」では岡山市消防局と連携し、消防ホースのリサイクル

品開発等、地域の課題解決に取り組む実践的学修を展開している。学生は子どもへの安全

教育の在り方を具体的に考え、保育者としての判断力・企画力などを高めている（資料３

－２－４）。授業ごとに学生が記述した振り返りを分析すると、授業を通して災害リスク

の具体的理解、防災意識の向上、主体的な防災行動意図の形成が認められ、「守られる

側」から「子どもの命を守る側」へと意識が変容し、保育者としての責任認識や防災指導

力が向上していることが明らかになった（資料３－２－５）。 

２）親子と関わる体験的学修による保護者支援力の育成 

「親子ふれあい演習Ａ・Ｂ」や「保育者基礎演習」では、地域の乳幼児と保護者を招い

た交流活動や、地域のこども園での参観・観察・参加学習を実施している。これらの活動

を通じて、学生は子どもの発達理解だけでなく、保護者とのコミュニケーションや支援の

在り方を実践的に学び、保育者としての対人支援力を育んでいる（資料３－２－６）。 

「保育者基礎演習」において附属こども園で見学を行った際には、振り返りシートを記

述する中で、経験を通して学んだことを自分の言葉で表現し、学びを深めることができた

（資料３－２－７）。 

３）異分野・異業種との協働による課題発見力の育成 

アイサワ工業、日本理化学工業、若井産業などの企業と連携し、建築廃材を活用した造

形活動のサポートや、商店街での作品展示などを行っている。学生は、多様な視点に触れ

ながら、子どもの学びを支える教材づくりや環境構成を実践的に経験し、基礎的な課題発

見力や創造的な発想を育んでいる（資料３－２－８）。 

４）表現活動を深める特別授業による指導力の向上 

本学の客員教授であるあそびうたデュオ「ロケットくれよん」による特別授業では、遊

び歌を通じた表現活動を学生自身が体験しながら、保育現場での活用方法や指導のポイン

トを学んでいる。現場の保育者も参加する学びの場となっており、学生は子どもの表現を

引き出すための声かけや環境構成など、実践的な指導技術を身につけている（資料３－２

－９）。 

５）学びの集大成としての「保育学科発表会」 

積み上げ式カリキュラムの成果として実施される「保育学科発表会」では、学生が企

画・構成・運営を主体的に行い、表現活動を披露する。協働力・企画力など、保育者とし

て求められる多面的な実践力を総合的に育成する場となっている（資料３－２－10）。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

多様な体験活動や地域連携を通じて確かな実践的指導力が身に付くように、学生が体験

を十分に振り返り、学びを次の行動につなげるように振り返る時間を確保するなどの工夫

を行っているが、それらが十分に機能していない点が課題である。体験的学びが一過性に

終わらず、継続的な深い学びとなるよう、学修ポートフォリオ等を活用した振り返りの充

実が求められる。 
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また、幼稚園や保育所に加え、小学校、福祉施設、地域団体など多様な地域資源との連

携をさらに進め、子どもを取り巻く環境の多様性を理解する機会を拡充する必要がある。

実践的な指導力を育成するためには、教育委員会をはじめとした行政機関との連携も重要

であり、今後も良好な協働関係を維持・強化していく。 

さらに、地域連携活動や異分野協働の取り組みは教育効果が高いものの、参加する学生

が一部に偏る傾向がある。より多くの学生が主体的に参加できる環境づくりや、活動の意

義を理解できるよう支援を充実させることで、実践的学びの機会を全学生に広げていくこ

とが課題である。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：ボランティア活動名簿 

・資料３－２－２:令和８年度自己点検・評価報告書、中国短期大学、2026年、pp.21－26 

・資料３－２－３：「中国学園大学・中国短期大学の特色ある取り組みを紹介します！」

中国短期大学ホームページ（地域と共創するキャンパスで変われる人

になろう。） 

https://admission.cjc.ac.jp/discoverlearning/?_gl=1*1ff7ptr*_gcl_au*MTE5NTgxN

Tk2OC4xNzc1NzE0NTcx*_ga*MTA0MTU4MzgwLjE3NDM1NDg5MTU.*_ga_KMHM14ZTZG*czE3ODA1M

jk3ODMkbzI3MyRnMSR0MTc4MDUzNDI5MSRqMzgkbDAkaDA.*_ga_M3E572MYNB*czE3ODA1Mjk3OD

MkbzUwNSRnMSR0MTc4MDUzNDI5MCRqNDYkbDAkaDA.#about 

・資料３－２－４：「子どもと防災」シラバス 

https://www.cjc.ac.jp/syllabus/campuslife_page/ 

・資料３－２－５：「地域と協働した防災教育による実践力の育成-消防機関と連携した体

験型防災教育の実践-」、山本、2026年 

・資料３－２－６：「この指と～まれ 1年生」、中国短期大学ホームページ（学科トピッ

クス） 

 https://www.cjc.ac.jp/data/918/topics_detail/ 

・資料３－２－７：「『附属こども園に行こう(保育者基礎演習)』 1年生」、中国短期大学

ホームページ（学科トピックス） 

https://www.cjc.ac.jp/data/389/topics_detail/ 

・資料３－２－８：「アイサワ工業提供の建築廃材を用いた表町での展示・制作・遊び体

験ボランティア」、中国短期大学ホームページ（学科トピックスス） 

https://www.cjc.ac.jp/data/871/topics_detail/ 

・資料３－２－９：「本学客員教授で元保育士のあそびうたデュオ『ロケットくれよん』

による特別講義」、中国短期大学ホームページ（学科トピックス） 

https://www.cjc.ac.jp/data/866/topics_detail/ 

・資料３－２－10：「第53回保育学科発表会」、中国短期大学ホームページ（学科トピック

ス） 

https://www.cjc.ac.jp/data/939/topics_detail/ 
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Ⅲ．総合評価（全体を通じた自己評価） 
 

基準領域１「教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み」 

本学園の目的や「自律創世」の教学理念に基づき、保育学科のディプロマ・ポリシーを

４つの観点で示している。これが本学の教職課程教育の目的・目標となる。この中におい

て「他者を理解し応答的対応をすることで、他者に共感する」という子ども理解・人間理

解を深めて、共感的に応答する力を持った教育者の育成、「仲間との協調や家庭・地域と

連携する態度」という様々な人と連携・協働する力を持った教育者の育成を位置づけてい

る点に特色がある。この特色を実現するために、カリキュラム・ポリシーでは「子どもの

世界や保護者の気持ちに深くアプローチすることができる演習科目を設置しています。」

「少人数で行われる保育者基礎演習や、地域の家族と触れ合える親子ふれあい演習などの

特色ある科目を設置しています。」とし、特色ある教育課程を編成している。 

この教育課程を実施するために、教職課程認定基準を踏まえた教員を適切に配置すると

ともに、実務経験のある教員を多数配置することで、即戦力として活躍できる幼児教育者

に求められる実践力の育成ができるようにしている。そして、教員の資質向上を図るＦＤ

活動は「①ＦＤ推進のための研修会・講習会の開催」「②教員の教授活動相互研鑽：公開

授業」「③学生による授業評価」「④学外で開催される研修会等への参加」の４本柱で実施

されている。 

本学の教職課程の目的・目標を新たに赴任した教員とも共有するとともに、相互理解を

深め、連携・協働体制を構築すること、幼児教育現場のＤＸ化やＡＩの活用も対応する教

育内容を指導できる専門性を身につけること、ＦＤ／ＳＤに全学的に取り組むことなどが

課題である。 

 

基準領域２「学生の確保・育成・キャリア支援」 

本学のアドミッション・ポリシー、教員養成の特徴やその具体的な実施状況等について

幼児教育に関心をもつ高校生及び保護者に発信している。 

高大連携の取組として、岡山県立岡山南高等学校や私立倉敷高等学校と連携協定を結

び、総合的な探究の時間やキャリア教育の時間に本学教員が訪問して幼児教育の魅力やそ

の実際について話をしている。 

１年次からクラス担任及び就職担当教員による個別面談を実施し、入学から卒業まで切

れ目のない継続的な学修支援、キャリア支援を行い、就職支援課（就職支援センター）と

連携・協働することによって、幼稚園教諭・保育教諭・保育士としての就職率が今年度も

約80％と高水準を維持している。 

教職課程の履修指導においては、GPA基準を活用することで学生の学修状況を客観的に

把握できる体制が整いつつあるが、面談記録の標準化や情報共有の方法が教員間で統一さ

れていない点が課題である。そのため、教員間の連携・協働を強化し、記録の形式や情報

共有の手順を体系化していく。 

学生の確保・育成・キャリア支援の充実のために、卒業生との交流機会の創出、教育委

員会等との連携強化、併設する４年制大学との連携による進学支援の強化等を図ることが

課題である。 

 

基準領域３「適切な教職課程カリキュラム」 

本学では、教職課程の目的・目標を実現するために策定したカリキュラム・ポリシーに

基づいて教職課程カリキュラムを編成し、教職課程コアカリキュラムに基づくシラバスを

作成し、岡山市の教員等育成指標を踏まえて教職課程カリキュラムを実施している。「遊

びが学び」というコンセプトのもと、学生が遊びながら教育者として必要な知識、技能を

学びとっていくような、体験的・実践的な学修を取り入れた授業を展開している。 

学修成果・教育成果の把握・可視化を図るため、教職課程科目を含むすべての授業科目

のシラバスの中に学修内容・評価方法・ルーブリック等を明示し、学生が学修の目的と到

達目標を明確に理解できるよう配慮するとともに、履修カルテ及び学修ポートフォリオを

活用し、学生が自身の学びを振り返り、到達度や課題を可視化できる仕組みを整備してい
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る。 

地域との協働を通じて、学生が保育者として必要な実践的指導力を身につけるための多

様な学修機会も提供しており、学科独自の科目「子どもと防災」「親子ふれあい演習Ａ・

Ｂ」「保育者基礎演習」等で地域の家庭、団体、企業等と連携・協働活動の中で、学生は

地域課題に貢献する力、課題発見力、保護者支援力等を高めている。 

教育実習や体験的・実践的な学修に関して実習後に学生が自己の体験の省察を深め、さ

らなる学びへとフォローアップしていく過程を充実させていくことが課題である。そのた

めの学修ポートフォリオ等を活用するなどの仕組みづくりが課題である。 

 

総括 

本学は、教職課程に関わる教職員の共通理解を構築し、協働的な取組によって教職課程

をより充実させられるように、ＦＤ／ＳＤを通して教職員の力量を高めている。その結

果、入学から卒業までのきめ細やかで継続的なキャリア支援・学修支援がなされ、学生は

即戦力を持った幼児教育者・保育者として就職している。しかし、学生の確保の取組、特

に高大連携についてはさらに連携校を広げていく必要がある。また、教職課程カリキュラ

ムは地域と連携した教育によって実践的指導力を育成するものとして効果を上げている

が、さらに学生の主体的な学びを引き出すような仕組みづくりが求められている。教職課

程委員会を中心とした改善サイクルを機能させ、学生の学びを支える仕組みが着実に整備

されていくよう努力し続ける。 

 

 

Ⅳ 「教職課程自己点検・評価報告書」作成プロセス 
本学では「中国短期大学教職課程委員会規程」に基づき、教職課程委員会を中心に、教

職課程運営における自己点検・評価活動を行い、その改善に取り組むことで、教職課程教

育の質の向上・充実に努めている。教職課程委員会の構成員である教員は、所属学科の学

科会議及び実習委員会において教職課程に関する事象の内容を検討し、適切に教職課程自

己点検・評価活動を実施している。教務課においては、報告書に記載された内容と実施し

た記録やその成果に関するデータ等を確認し、客観性のある自己点検・評価活動を行って

いる。そして、教職課程委員会において、教職課程自己点検・評価報告書を作成し、学長

に報告するのに合わせ全体評価を依頼し、全学として教職課程の自己点検・評価に取り組

んでいる。さらに、幹部会において教職課程自己点検・評価の実施について報告するとと

もに原議書により関係部署及び学長に承認を得ている。その後、ホームページで公表及び

一般社団法人全国私立大学教職課程協会に提出するに至る。 

 

 ・学長に令和６年度審査結果を報告 

・学長より令和７年度教職課程の自己点検・評価を実施することの意

を受ける 

↓ 

第１プロセス 

 

令和７年度第２回教職課程委員会（令和７年９月９日開催） 

・令和６年度審査コメントを共有 

・令和７年度教職課程自己点検・評価の実施を決定 

・令和７年度教職課程自己点検・評価活動のスケジュールの決定 

（令和８年２月末までに報告書を作成） 

・重点事項の決定 

↓ 

構成委員間で共通理解を図るため、学内システム上で下記の情報を共

有する。 

・令和７年度教職課程自己点検・評価活動のスケジュール 

・「教職課程自己点検・評価報告書」作成の手引き 

・令和６年度審査コメント 

・令和６年度教職課程自己点検・評価報告書 
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・令和７年度版記入フォーム２【様式】 

                  ↓ 

第２プロセス 令和７年度第８回保育学科科内会議（令和７年 10月 22日開催） 

令和７年度第 23回保育学科科内会議（令和８年１月７日開催） 

令和７年度第３回保育学科実習委員会（令和７年 12月３日開催） 

令和７年度第４回保育学科実習委員会（令和８年１月 14 日開催） 

令和７年度第５回保育学科実習委員会（令和８年３月 11 日開催） 

令和７年度第６回保育学科実習委員会（令和８年３月 18 日開催） 

・内容検討（自己点検・評価の実施及び分析） 

教務課 

・実施記録や成果に関するデータの確認 

↓ ↑ 

第３プロセス 令和７年度第３回教職課程委員会（令和８年１月７日開催） 

令和７年度第４回教職課程委員会（令和８年３月 11日開催） 

令和８年度第１回教職課程委員会（令和８年５月 22日開催） 

・報告書の作成 

・自己点検・評価の実施及び分析、改善案の策定 

※完成までに第２プロセスと第３プロセスを繰り返し実施し、最終的

に学長に全体評価を依頼する。 

                  ↓ 

第４プロセス 令和８年６月幹部会（令和８年６月３日開催） 

・自己点検・評価の実施を報告 

関係部署及び学長よる承認（原議書） 

ホームページでの公表 

（一社）全国私立大学教職課程協会に提出 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１：令和７年度第２回教職課程委員会 資料及び議事録 

・資料２：令和７年度第３回教職課程委員会 資料及び議事録  

・資料３：令和７年度第４回教職課程委員会 資料及び議事録 

・資料４：令和８年度第１回教職課程委員会 資料及び議事録 

・資料５：令和７年度第８回保育学科科内会議 議事録 

・資料６：令和７年度第 23回保育学科科内会議 議事録 

・資料７：令和７年度第３回保育学科実習委員会 議事録 

・資料８：令和７年度第４回保育学科実習委員会 議事録 

・資料９：令和７年度第５回保育学科実習委員会 議事録 

・資料 10：令和７年度第６回保育学科実習委員会 議事録 

・資料 11：令和８年６月幹部会概要 

 


